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▼学童間の交流と体力づくり
　　　　　　　　　～小学校合同運動会～
　11月7日、総合グラウンドで小学校合同運動会

が行われました、

　これは、産業文化祭行事の一環として行われ、

町内の小学校5校が参加して体力を競いました。

　　▲健全な発育をめざして
　郡内学校保健大会が、11月9日、中央公民館

で開催されました．

　これは、児童・生徒が21世紀に向けて健全な

心身の育成を図れるよう行われたもので、郡内

の学校保健関係者約250人が参加しました，

　公民館対抗バレーボール大会
　10月29日、総合グラウンド及び町体育館で、公民

館対抗バレーボール大会が行われ、熱戦か繰り広げ

られました．

　結果は次のとおりです
【男子の部】

【女子の部】

優勝
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つ
ト
腿
B
屑

切
り
術
は
、
h
i
～
六
一
成
代
に
．
臼

つ
レ
一
効
果
的
て
、
ち
ま
り
変
形
か
進

ん
で
し
ま
つ
と
丁
伽
の
時
期
を
逸
し

て
し
ま
い
ま
す
　
か
と
い
．
て
L
」
－

威
以
一
の
お
年
過
り
に
人
き
な
f
r
術

を
丁
○
ゐ
；
問
題
て
ポ
し
、
や
ま
り

ち
る
科
度
の
瘤
み
と
い
つ
の
は
付
ん

カ
ナ
歩
い
こ
レ
ー
オ
，
の
て
詣
9

勤
轟
轟
㊨
9

〈
固
定
資
産
の
届
け
に
つ
い
て
〉

　
固
深
更
内
藤
は
、
皆
さ
ん
か
捕
’
、
て

い
る
1
地
や
啄
屋
に
か
か
る
税
全
て

T
　
l
地
に
つ
い
て
は
由
り
記
｝
簿
か
ヨ
u

と
に
な
り
ま
す
？
、
冒
転
と
現
況
力

逢
、
〆
、
い
る
も
の
刀
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
　
特
二
、
田
や
咄
か
荒
赴
て
山

林
、
隙
動
に
な
・
．
て
い
る
場
合
な
と

よ
届
け
キ
「
で
な
い
レ
丁
凹
い
「
悦
爪
！
々
［
⊥
椚

め
る
こ
と
二
な
り
ま
す

　
こ
の
よ
つ
に
台
帳
と
現
況
か
達
っ

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
を
表
彰

　
日
中
地
区
父
円
安
全
協
ム
ム
よ
、
本

年
度
の
日
向
倣
，
祭
名
着
陣
に
お
け
る

優
良
連
卿
名
、
事
某
所
功
男
名
に
芭

よ
赴
た
個
人
、
団
体
に
つ
い
て
表
．
野

≠
ど
’
臼
い
ま
土
一
二
　

　
東
郷
剛
支
部
、
町
内
の
個
人
川
体
の

襖
式
彰
は
次
の
と
お
り
て
す

　
〔
九
州
管
区
功
労
者
〕

一　
〇
・
果
村
｛
口
巾
〔
小
駒
田
）

　
〔
全
日
交
緑
十
字
銅
章
功
労
者
〕

○
信
藤
1
1
夫
〔
小
職
田
）

　
〔
県
警
本
部
長
同
時
会
長
彰
優
良
運

一
評
者
〕

一　　
　
　
　
ド
　
か
　
　
　
　
ロ
ぱ
　
　
　
　
　
　

へ
　
　
　
　
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

［
0
．
日
動
自
　
餌
（
鮎
粛
｝
　
仁
捗
培
則

一
　
〔
／
1
谷
｝
、
高
山
博
〔
へ
手
原
》
、
泊

一　
動
松
己
一
福
瀬
）
、
中
条
繁
司
（
鵜

一　
動
内
）
、
甲
木
抹
〔
木
城
町
中
之
丈
へ

r

場
合
は
、
税
務
課
二
一
現
況
届
　
を

出
し
て
い
た
た
く
と
、
現
況
こ
よ
り

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
　
ま
た

心忍

ｮ
に
つ
い
て
9
⊃
取
り
こ
わ
一
ぜ
た
り
、

増
改
築
て
異
動
か
も
’
．
た
場
八
ロ
に
は

田
共
動
の
届
け
か
Z
要
て
す

く
年
末
調
整
〉

　
一
一
1
1
は
、
給
柱
な
と
に
か
か
る

源
呆
所
得
税
の
年
未
調
察
の
月
て
す

’
珂
月
の
給
料
な
と
か
ら
源
呆
徴
収
さ

赴
た
、
明
胃
f
祝
の
一
年
間
の
合
」
川
額
と
、

そ
の
年
の
給
与
絵
網
に
対
す
る
丑
…
呪

の
年
税
酬
と
は
、
一
致
し
な
い
の
か

優
良
事
業
所

O
海
動
建
設
［
小
動
田
）

〔
日
向
警
察
署
長
同
日
向
地
区
協
会

　
長
彰
優
良
運
転
者
〕

○
免
，
耐
取
得
三
一
年
f
名

○
　
　
〃
　
　
一
一
年
　
一
一
八
名

O
　
　
”
　
　
一
毎
　
1
托
名

　／
ｮJn

u　　＼
ｹ「噛7　　！

＼　鴫

／
　
、
〆
、
　
《
り
●

＼
台

一
「

丑
日
通
㎡
、
す
　

こ
の
た
め
、
逼
不
足
韻

の
楯
算
か
ピ
要
と
な
り
ま
す

　
こ
の
丁
続
を
　
年
木
調
整
　
レ
一
灯

ん
で
い
↓
よ
丁

　
年
木
嬉
野
刀
丘
し
／
♪
臼
わ
隔
る
た

め
に
ま
、
警
務
先
二
、
扶
食
家
族
や

保
津
料
な
と
の
申
告
を
d
し
く
伯
つ

こ
と
か
人
切
て
す
　
へ
r
年
二
な
．
て

結
婚
や
出
門
、
就
職
な
と
笠
よ
ー
ー
扶

養
視
族
に
異
動
か
ち
．
た
乃
↓
，
拮
に

一
U
し
ま
し
♪
つ

　
爵
ー
ゾ
い
こ
と
は
、
税
務
課
に
お
ノ
丸

軽
に
お
ヨ
雪
ね
／
＼
た
さ
い
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抑
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蟻

圃
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　　りA
l．〆の

1

栃

・罎

　　　　㌃
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甲
皆
無
単
費

　
偲
冑
圓
児
㊧
爲

　
平
成
二
年
度
の
保
育
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す

○
町
立
へ
き
地
保
ム
目
∫
町
（
鶴
野
内
、

　
坪
谷
）

▼
定
員
　
各
三
卜
五
名

▼
入
所
資
格
　
満
三
歳
以
ヒ

▼
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
住

　
民
課
及
び
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
．

▼
受
付
期
間
　
平
成
二
年
一
月
五
日

　
か
ら
同
年
一
月
二
十
日
ま
で

○
山
陰
保
育
園

▼
定
員
　
六
卜
名

▼
入
園
資
格
　
概
ね
生
後
五
ヶ
月
以

　
ト
で
家
庭
で
保
育
に
か
け
る
幼
児

▼
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
住

　
民
課
に
あ
り
ま
す
．
一
申
し
込
み
に

　
さ
い
し
添
付
書
類
が
必
要
の
た
め

　
保
護
者
が
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
．
．

▼
受
付
期
間
　
平
成
二
年
一
月
五
日

　
か
ら
同
年
一
月
二
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
弧
快
場
w
住
　
氏
課
福
…
祉
係
へ

お
問
い
ヘ
ロ
せ
く
だ
さ
い
．

　
りじ

町
税
の
年
末
一
斉
徴
収

　
税
は
、
私
た
ち
町
民
の
幸
福
と
繁

栄
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
う
の

に
必
要
な
財
源
で
す
、
そ
の
た
め
ど

う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
い
わ
ば
社
会
共
通
の
経
費
で
す
．
．

滞
納
が
ふ
え
れ
ば
財
源
不
足
と
な
り

事
業
の
実
施
は
困
難
に
な
り
ま
す
．
．

　
こ
の
た
め
町
で
は
年
末
一
斉
徴
収

を
十
二
月
卜
八
日
か
ら
ニ
レ
ニ
日
ま

で
行
い
ま
す
．
．
職
員
が
家
庭
を
訪
問

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
．
．

宮
崎
県

　
サ
ラ
金
相
談
所

　
県
で
は
、
貸
金
業
利
用
者
の
金
銭

貸
借
に
関
す
る
苦
情
及
び
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
一
宮
崎
県
サ

ラ
金
相
談
所
一
を
設
け
て
お
り
ま
す
一
．

　
宙
ず
任
職
員
二
名
が
、
問
題
解
決
の

方
法
等
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
、
来
所
相
談
、
電
話
相
談
い
ず
れ

で
も
結
構
で
す
の
で
、
是
非
当
相
談

所
を
御
利
用
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
相
談
は
無
料
一
相
談
内
容

等
1
1
一
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
．
．

▼
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

▼
相
談
時
間
　
m
時
～
1
7
時

▼
場
　
所
　
県
庁
東
別
館
－
階

　
　
「
｛
呂
崎
県
サ
ラ
金
相
談
｝
所
一

▼
電
話
　
0
9
8
5
（
遇
7
1
0
0

行
政
相
談

▼
日
時
　
1
2
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▼
行
政
相
談
員

　
　
東
郷
粗
卑
深
　
山
口
俊
一

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
〆
、

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
フ
へ
の
安
ム
土
性
、
品
暫
ハ
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
｝
相
談
等
）
（
宴
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
．
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
．
．

▼
日
時
　
1
2
月
1
9
日
　
P
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
七
期

固
定
資
産
税
三
期

ダ
バ
う
は

　
た
ば
こ
税
は
、
皆
さ
ん
が
タ
バ
コ

を
買
わ
れ
た
お
店
の
あ
る
県
や
市
町

村
の
収
入
に
な
り
ま
す
．

　
町
外
へ
旅
行
や
仕
事
で
出
か
け
る

際
は
、
地
謡
で
タ
バ
コ
を
買
’
．
て
か

ら
お
出
か
け
に
な
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
．
．

　
例
え
ば
、
　
一
箱
二
r
－
1
ニ
レ
円
の
タ

バ
コ
に
は
、
約
百
三
十
一
円
の
万
金

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
内
、
県
た
ば
こ
税
分
が
約
．
一

十
一
二
円
、
町
た
ば
こ
税
．
分
が
約
四
十

円
で
す
．
．

　
昭
和
六
レ
三
年
度
の
宮
崎
県
の
た

ば
こ
消
費
税
の
収
入
額
は
約
二
ト
ペ

質
い
ま
レ
よ
う

億
1
1
r
万
円
、
県
内
市
町
村
の
収
入

額
は
約
五
卜
億
五
f
万
円
で
す
、
東

郷
町
に
は
二
「
乱
十
万
円
の
収
入
と

な
り
ま
し
た

　
こ
の
よ
う
に
、
た
ば
こ
鋭
は
県
と

町
に
と
つ
ズ
、
貴
重
な
自
主
財
源
と
な

∫ノ

Y
、
い
ま
す
．
．

善
蔵a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
仲
深
の
三
浦
治
一
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ク
さ
ん
・
9
2
歳
ご
死
キ
ご

◎
越
表
の
海
野
皇
子
さ
ん
か
ら

　
（
定
さ
ん
・
6
0
歳
ご
死
去
）

　
蒼
籍
だ
蓉
黒

（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
レ
・
う

橋田高…赤
　　…ち口．代　舘．や

千　　　沙　ん　　　の　　「幸啓織、名

疑義　　1父
島…の

年富　　…名

越寺・1・…住
野…

表追田：所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
氏
　
　
名

春
単
向
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